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■卒業者に占める就職者の割合
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(専）日本航空大学校 平成15年3月20日 浅川　正人
〒929-2372
石川県輪島市三井町洲衛９部２７番地７

（電話） 0768-26-2255

（別紙様式４）
平成30年５月１日現在

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

目
的

学生を航空業界における即戦力としてはばたかせるため、産学協同教育等を通じて企業・業界が求める人材を育成する

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
日本航空学園

昭和35年3月31日
理事長

梅沢　重雄

〒400-0108
山梨県甲斐市宇津谷４４５番地

（電話） 0551-28-3355

工業 工業専門課程 航空工学科
平成１７年文部科学省

告示第２７６号

修業年限 全課程の修了に必要な総授
業時数又は総単位数 講義 演習 実習

単位時間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数

実験 実技

4 昼間 173 108 54 11 0 0

3

人

20

人

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

17

人

就職等の
状況

■主な就職先、業界等

主な資格・
検定等

航空工場検査員
非破壊検査技師
航空特殊無線技士
第二種陸上特殊無線技士
危険物取扱者
ガス溶接技能講習
ＣＡＤ利用技術者試験（１級、２級）
テクニカルイラストレーション（１～３級）
トレース技術検定試験（１～４級）
航空無線通信士
基本情報技術士
パソコン検定
ＴＯＥＩＣ
実用英語技能検定
漢字能力検定
数学技能検定
ビジネス能力検定
ＩＴパスポート試験

航空業界（設計）、機械設計

出席、期末考査、課題の総合評価で５０点以上を合格

長期休み

■学年始：４月１日～４月３日
■夏　 季：７月１４日～８月２６日
■冬　 季：１２月１５日～１月１５日
■学年末：３月９日～３月３１日

卒業・進級
条件

所定の修業年限在学し、所定の単位数を取得した場合に
進級、卒業判定

生徒指導

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

警察等公務以外は設計職に就く

年度卒業者に関する

平成28年5月1日 時点の情報）

■長期欠席者への指導等の対応
ゼミ活動

出席日数の20%を超える欠席日数について補講
を実施する

■サークル活動： 有

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.jac-n.jp/

※１「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」の定義による。
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものとする。
②「就職率」における「就職者」とは、正規の職員（１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通
知などが出された者）をいう。
③「就職率」における「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路
として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資格取得」などを希望する者は含まない。
（「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等としている。ただし、卒業の見
込みのない者、休学中の者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除
いている。）

※２「学校基本調査」の定義による。
全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいう。
「就職」とは給料，賃金，報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいう。自家・自営業に就いた者は含めるが，家事手伝い，臨時的な仕事に
就いた者は就職者とはしない（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う。）

500人のうちの160人
学科総定員のうちの当該

コース定員
576人のうちの142人

平成29年3月31日 卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

金銭的理由、家庭の事情（家業相続）、進路変更

■中退防止のための取組
就業する業界を明示することで目的意識を明確化し、学力不足者については課外にサポートを行い脱落しないようにしている。
卒業研究や内定報告などにより上級学年の体験を共有化させる、航空業界に関する講演や講義等により専門知識や目的意識
の育成を図っている。

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率
平成29年4月1日 在学者 平成28年4月1日 入学者を含む）
平成30年3月31日 在学者

■就職率※１　　　　：

：
■その他
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※１「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」の定義による。
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものとする。
②「就職率」における「就職者」とは、正規の職員（１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通
知などが出された者）をいう。
③「就職率」における「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路
として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資格取得」などを希望する者は含まない。
（「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等としている。ただし、卒業の見
込みのない者、休学中の者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除
いている。）

※２「学校基本調査」の定義による。
全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいう。
「就職」とは給料，賃金，報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいう。自家・自営業に就いた者は含めるが，家事手伝い，臨時的な仕事に
就いた者は就職者とはしない（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う。）


